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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・医療廃棄物の収集について

　　　医療機能評価の前、医療廃棄物の収集は、8/21(火)になります。

8/20(月)までに、溜まっているものを廃棄物の小屋に下ろすようにして下さい。

・夜勤帯（準夜・深夜）に何かあった場合には、当直医に連絡し指示を仰ぐことになっています。そのことについて日誌に記載する際は、その旨を記載していきましょう。

・環境整備より

　　8月の月間目標は、カーテンレール・ベッド柵拭き(点検)・浴室のカビ取りとなっています。ご協力お願いします。

・7月分の各担当の進捗状況について、未記入のスタッフがいますので早急に入力お願いします。また、各委員会に日勤帯で出席した場合は、委員会出席管理表に記入する様周知していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・日向端　庸男様～8/2(木)14時から心理検査実施予定となっています。場所は、外来診察室を予定しています。1時間半ほどかかります。

・小笠原　禮子様～本日、主治医より在庫ない為、継続でシンラック液1本処方して頂いています。毎日就床前薬服用時、シンラック液10滴服薬している患者様ですが、トイレチェック表に自ら記入出来ない様なので、準夜勤務のスタッフは、与薬したら本人と一緒に確認しながら滴数のチェックを書いていきましょう。

・伊藤　五十二様～本日9時30分から明日9時30分まで蓄尿指示を呂Drより指示を受けています。各勤務帯で、排尿量・回数を確認し、カルテに記載する様にして下さい。

　　　　　　　　

· 赤坂　順市様～昨日より、夕食後薬、今日の朝、朝食後薬の拒薬されています。その旨を主

　治医に報告しています。服薬を拒否した時はそのまま様子を見る事の予測指示を(8月1日～14日)迄受けています。今日の朝は、拒薬した理由について、本人から、「朝の食事を食べずに薬を飲むと胃が痛くなるから飲まない。夕食後薬は飲む」と話されています。今後も拒薬を訴える可能性がある為、その都度、本人へ何故薬を飲まないのか理由を聞いて、一緒に振り返りをしながら、随時、内服薬の必要性について説明していきましょう。

・三上　勇様～腰痛の為、湿布を貼っていましたが、「湿布を貼っていた部分に湿疹ができてかゆ

い。」と訴えあり、湿布を貼っていた箇所に発赤みられています。明日の皮膚科

診察の際に診てもらい指示を仰ぎましょう。

＜注目患者様ケース検討＞

・伊藤　五十二様～黄疸は軽減傾向で、食事摂取出来ています。尿検査の結果は異常なしと

なっています。本日9時より蓄尿開始しており、明日の9時までとなって

います。

· 岡田　石子様～食事摂取出来嘔吐は見られずに経過しています。水分摂取の促しに、「水分を　

　　取ると汗が出て、何回も着替えをするのが嫌だ」と話され飲水に対し拒んでいます。水分補給により、脱水症状の防止や、更衣については援助する事を話して、こまめに水分摂取を促していきましょう。血圧が低く、眩暈の訴え聞かれる為、バイタルチェック、歩行状況を確認し転倒のないよう見守り、介助を行っていきましょう。

・倉橋　生子様～今日は、スタッフ対応良く、穏やかに過ごされています。今後も本人の訴えは傾聴し、他者への不満・干渉が目立つ時は、その場で振り返りをして他者の事は言わないように促し、他者とのトラブルがないように見守りをしていきましょう。

・

＜川端Ｄｒケースカンファ・診察状況＞

・岡田　石子様～本日は食事摂取出来嘔吐も見られず、プログラムにも参加されています。水分摂取を拒む傾向があるので、適宜水分補給の促しをしていきましょう。

　　　　　　　

診察→7月30日、31日、様子について本日主治医へ情報提供しています。

「いつ排便があったか」と質問され、「今日昼食後に便が出た。軟便

だった」と話されています。引き続き、排便確認をしていきましょう。

・稲垣　恵利子様～飲水摂取量については守れています。洗濯について、脱水機と乾燥機

を使わずに、自室に洗濯物を干していたことがあり、スタッフ介入して

います。今後洗濯は火曜日と土曜日に行うこととし、必ず脱水機と乾

燥機を使うよう約束しています。また、夜中の私物整理について、頻繁

に行うことがあったら、私物もスタッフ預かりになる可能性があること

を本人に伝えて了解されています。

　　　　　　　　

診察→1週間の様子について情報提供しています。主治医より、妄想発言に

ついて質問されると、「気になったから」と返答しています。封筒が届い

たらすぐに知らせると説明を受け、了解されています。今後も、幻聴・妄想に左右された発言時、現実検討を促し、無断で病棟を離れないように所在確認をしていきましょう。

・木村　梅子様～弟様よりお盆の外泊(13日～16日)を承諾した為、現在主治医の許可を待っ

ています。7/10現在で、28、980円の入院費の未払いがあり、小遣いは現在15110

円持っています。

　　　　　　

　診察→外泊の承諾を弟様から得たことを知り嬉しそうにしていた事や、入院費の未払いについて情報提供しています。「変わりなかったか」と質問されると「なかったです」と表情良く返答しています。

· 田名部　浩平様～月曜日の散歩外出を7/30(月)から始めています。担当スタッフと外出し、

コースの確認を行い、問題なく終了しています。水曜日と土曜日の買い物

時、スタッフが後ろから付いていく形で、単独外出に向けて準備をしていきます。

　　　　　　

　診察→単独外出訓練プログラムを8/1から9/19まで実施していく事を主治医へ情報提供しています。外出中に勝手にいなくなくならないようにする事、皆が探さなければならないことを説明すると、本人が頷き了解しています。

今後は、単独外出訓練により、無断離院の可能性を考え所在確認は継続していきましょう。

・滝澤　久江様～7/29(日)の買い物時に本人が食べたいと言ったパイナップルを購入し美味しいと感想を話され食べています。清潔保持ができるようにトイレ誘導・陰部洗浄は、持続して行っていきましょう。

　　　　　　　診察→1週間の様子や幻聴に左右された行動がなかった事、妹様の面会があっ

た事について情報提供しています。本人は「次はメロンが食べたい」と

話されています。次回の買い物日に確認し購入予定としていきましょう。

・山田　隆雄様～変わりなく、落ち着いて生活されています。本人は「外泊はしなくてもいい」

と話されている為、ランチ外出を勧めていきます。

　　　　　　　

診察→お盆の外出泊について主治医へ情報提供しています。しばらく甥っ子の面会がない事から、お盆の外出泊より先に面会を勧めていくよう指示が出ています。その際、本人の意思を確認し、無理に勧めないようにとの事です。

· 大釜　万知様～単独外出訓練計画書を主治医に提出予定です。本日の外出時に、スタッフ付

添いでコースの確認をすることとしています。ご家族には電話で確認をして、

許可を頂いています。ご家族から「人と話している時に、分からないことを

話すときがあるから不安がある」と話されていた為、担当スタッフが介入し

ていくと伝えています。また、お盆の外出泊について家族に確認すると、外

出は可能との事で、日時を決めたら後日連絡を頂けることになっています。

　　　　　　

　診察→外出時間の拡大計画立案済みであり、ご家族へ連絡してから開始することを主治医へ情報提供しています。また、銀行等に行かないようスタッフから説明受け、本人様了解されています。

＜ＯＴ　一週間の報告・検討＞

・伊藤　五十二様～病棟ホールで折り紙手芸に取り組んでいることを情報提供しています。今後、

作業の様子をOTスタッフも確認していきます。

・五日市　規様～クラブ活動で、ビーズ細工を行っています。作業の際、手先のしびれを訴え

ています。本人が気にしているようであれば、他科受診を検討して下さい。

・滝澤　久江様～作業棟へ移動した後、OTスタッフから声を掛けないと行動にうつすことがで

きない状態が続いています。作業棟に移動して、席について待っているようで

あれば、自分から確認するように促していきましょう。

・古川　富蔵様～クラブ活動を通して周囲に目を向けられるようになっています。また、自分

から交流を図ることができるようになっています。問題があったときには、

自分なりの解決方法も考えることが出来ています。そのことを評価し、解決

方法を実行に移していけるよう、介入していきます。

・山田　隆雄様～自分から話を膨らませて声を掛けられるようになっています。クラブ活動で

も、発言は少ないものの、周囲を見て手伝ったり自分の意見を述べたりする

ことが出来ています。今後は、対人交流面のアプローチをしていきます。

・元沢　政治様～女性患者様・スタッフへの過度な接触はみられず参加できています。クラブ活動の日以外は、他患者様と共同での制作作業に取り組まれています。自分から作業に取り組めていることを評価していきます。

・林　田鶴子様～一時は裁縫に取り組まれていましたが、今はまた読書に戻っているとの事です。退院後は、本人があぐりの里へ入所を希望しているということを作業療法士に情報提供しています。そのことから今後は、退院後の生活を意識して作業内容につなげていくよう検討していくことを話されています。

＜担当業務進捗状況(検査管理)＞

五日市様がデイケア体験利用の為、7月の心電図検査が未実施だったのが、きちんと申し送り

されておらず、滞っていました。何らかの理由で検査未実施となった場合には、申し送りをして、確実に検査できるようにしましょう。

